
安
定
し
た
公
的
年
金
制
度
の
確
立
等
に
関
す
る
意
見
書 

 
公
的
年
金
制
度
は
、
老
齢
や
障
が
い
等
に
よ
っ
て
加
入
者
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
社

会
保
険
制
度
で
あ
り
、
医
療
保
険
制
度
と
並
ん
で
、
国
民
生
活
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
経
済
の
低
迷
と
厳
し
い
財
政
状
況
、
深
刻
な
雇
用
環
境
な
ど
、
公
的
年
金
制
度
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
政
府
の
社
会
保
障
審
議
会
に
お
い
て
は
、
今
後
の
社
会
保
障
改
革
の
方
向
性
と
し
て
「
給
付
を
負
担
可
能
な
水
準
に
し
て
い
く
こ

と
」
、「
負
担
増
に
関
し
て
国
民
に
理
解
と
納
得
を
得
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
な
ど
の
意
見
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
税
制
調
査
会
に
お
い
て
も
、
年

金
受
給
者
へ
の
税
優
遇
の
縮
小
等
に
つ
い
て
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
、
国
民
の
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
不
安
、
不
信
な
ど
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
国
民
だ
れ
も
が
、
老
後
を
安
心
し
て
迎
え
、
活
力
あ
る
高

齢
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
公
的
年
金
制
度
の
安
定
し
た
運
営
が
不
可
欠
で
す
。 

よ
っ
て
、
江
戸
川
区
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
公
的
年
金
制
度
が
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
制
度
と
な
る
よ
う
、
基
礎
年
金
の
国
庫
負

担
割
合
を
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
給
付
水
準
や
保
険
料
負
担
な
ど
に
つ
い
て
、
年
金
受
給
者
の
生
活
実
態
を
踏
ま
え
特
段
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま
す
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 
 

平
成
十
六
年
三
月
十
七
日 

江
戸
川
区
議
会
議
長 

 

八 

武 

崎 

一 

郎 

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣 

総
務
大
臣
・
財
務
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣 

あ
て 


